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準連続VUV光発生システムの出力安定性

Stability of a quasi-cw 199 nm light source using external cavity with KBBF-PCD
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近年、短波長領域で優れた特性をもつ非線形結晶 KBBF(KBe2BO3F2)によるVUV光源の開発が

盛んである。和周波混合による 153 nm光発生 [1]、外部共振器型 SHGによる出力 60 mWのVUV

光発生 [2]などの成果があげられてきた。現在、シングルパス SHG（第二高調波発生）によるVUV

光の出力安定性が取り組まれている [3]。本研究では、外部共振器型 SHGを用いたVUV光発生シ

ステムの出力安定性を報告する。

VUV光発生システムの実験配置を Fig. 1に示す。波長 796 nm、出力 1.3 W、繰り返し周波数

82 MHzのモード同期チタンサファイアレーザー (TSUNAMI, Spectra-Physics)を基本光源とし、2

段階の外部共振器型 SHGシステムによって 199 nm光を生成した。第 1段波長変換において、非

線形結晶 LBO(LiB3O5)を用いて UV(398 nm)光を得た。第 2段波長変換は、結晶長 0.86 mmのブ

リュースター角入射型 KBBF-PCDと外部共振器によって構成した。共振器は、波長 398 nmに対

して反射率 80%の入射ミラー、全反射の平面ミラーと曲率半径 200 mmの凹面ミラーを用いた。

　 Figure 2にシングルパス SHGによって発生した VUV(199 nm)光の安定性を示した。平均入射

UV光パワーは 400 mWで 4時間安定した。平均出射VUV光パワーは 1.8 mW(変換効率は 0.45%)、

パワー揺らぎ ±1.6%であり、1時間以上安定した VUV光が得られた。

　外部共振器型 SHGによって得られた VUV光の安定性を Fig. 3に示した。平均入力 UV光 400

mWに対して、平均出力 8.6 mW(変換効率 2.2％)、パワー揺らぎ ±3.5%、20分以上安定したVUV

光の発生ができた。

Fig. 1: Experimental setup. Fig. 2: Generated power varia-

tions of 199 nm light over 60 min.

Fig. 3: Generated power varia-

tions of 199 nm light using exter-

nal cavity over 20 min.
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